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EARおよびBLRを用いた上空の雨滴粒径分布プロファイル推定
Estimation of raindrop size distribution profile using EAR and BLR
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レーダーを用いた降雨の観測精度向上には、雨滴粒径分布 (DSD)の鉛直プロファイル情報が有用である。これまでイン
ドネシア域では、赤道大気レーダー (EAR)によるドップラースペクトルを用いた推定が行われてきた。EARは VHF帯
大気レーダーであるため、弱い雨に対する感度が不足しているという弱点がある。そのため我々はEARと BLRを組み合
わせて、大気乱流を EARで、降雨ドップラースペクトルを EARよりも感度の良い L バンド BLRで求めることにより、
上空の DSDプロファイルを推定する手法を採用した。本講演では、その手法といくつかの観測結果について報告する。

EARで測定される大気乱流スペクトルは、ガウス分布でモデル化し非線形最小二乗フィッティングにより大気のパラ
メーターを求める。次に DSDは、直径に関するガンマ分布を仮定し、最小二乗フィッティングの収束性と初期値の与え
やすさを考慮して規格化 6次モーメントと降雨強度 Rから求めたスケールパラメーター、形状パラメーターを用いてモ
デル化する。ここで、雨滴の落下速度が大気の動きで変調されていることを考慮して、降雨のドップラースペクトルを
求め、非線形最小二乗フィッティングにより DSDを推定する。

開発した DSD推定アルゴリズムにより、CPEAキャンペーン観測が行われた 2004年 4月のいくつかの降雨イベント
について DSDプロファイル推定を行った。これまで EARのみを用いた DSD推定方法では、弱い雨に対する推定精度が
悪いことが難点であったが、BLRと組み合わせて用いる、すなわち二つの周波数を用いた観測結果を組み合わせる本手
法により、DSD推定精度が改善されたことが確認できた。すなわち、二周波法により、これまで困難であった弱雨時の
DSDプロファイルやスケールパラメーター推定が可能となった。推定された DSDパラメーターの高度プロファイルに
ついて、赤道大気特有の現象であるMJO(Madden-Julian Oscillation)に伴う季節内変動が認められた。MJOに伴い東進す
る SCC(Super Cloud Cluster)通過時における DSD変化を解析したところ、平均粒径の指標が SCC通過前に大きく、通過
時に小さくなり、通過後再度若干大きくなる変動が見られた。この様子は、これまで地上観測により得られた雨滴粒径
分布の解析結果と整合的である。本研究により、周波数の異なる大気レーダー 2台を用いることにより、DSD推定精度
とダイナミックレンジが改善されることが明らかになった。また、イベント解析を通じてDSDの季節内変動等が明らか
になった。今後はより多くの降雨イベントについて解析を行い、さらに詳細な DSD特性を明らかにしたい。
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